
県内一周駅伝　Ｃ部・初優勝

ＡＰＵ留学生が国東市の魅力を世界に発信！

アストくにさきに木製ベンチ

「大きな夢と希望」国東市栄誉章

　「第１９回高校生ロボット相撲全国大会」で、大会史上
初となる女子チームでの優勝を果たした国東高校工業技術
部の堀内智香さんと田中真実さんに、２月２９日（水）、
国東市栄誉章が授与されました。
　昨年１１月に埼玉県で行われた大会では、センサーに反
応して動く自立型部門で優勝し、同校としては２年連続３
回目の優勝となりました。
　同校体育館で行われた授与式では、三河明史市長から賞
詞と盾、メダルが贈られると、受章者代表の堀内さんが
「部員全員で喜びを分かち合いたいです」と述べました。

　３月５日（月）、この春、国東高校を卒業
した徳丸和希さんと光本佳樹さんから、手作
りの木製ベンチをアストくにさきに寄贈して
いただきました。
　同校の情報システム工学科を卒業した二人
は、在学中の課題研究でベンチ作りに取り組
みました。ベンチは、木と木をつなぎ合わせ
て強度を高め、表面に焼入れとコーティング
をして丈夫で長く使えるようにしています。
また、座りやすいように背もたれに微妙な角
度をつけるなどの工夫もされています。

　３月９日（金）、２月に行われた県内一周
駅伝競走大会で、初のＣ部優勝に輝いた国東
市・東国東郡チームの鹿島智浩監督、中野宗
博監督、吉田忠春主将が市役所を訪れ、三河
明史市長に結果を報告しました。
　チームで５０回以上の合同練習をこなして
臨んだ今年の大会では、１３個の努力賞を獲
得するなど、昨年の記録から１５分以上短縮
し、躍進順位でも３位入賞を果たしました。
　鹿島・中野両監督は「市民の皆さんの温か
い応援でＣ部優勝を果たすことができました。
次はＢ部昇格を果たしたいです」と話しました。

　３月１７日（土）、世界１１カ国から立命館アジア太
平洋大学に留学している学生２８人を国東市に招待し、
国東市の魅力を紹介するツアーを開催しました。この事
業は、市の活性化を目的に県東部振興局と市職員で組織
する「ちえのわ会議」が初めて企画したものです。
　当日は、武蔵町健やか会の協力で、だんご汁などの田
舎料理作り体験に始まり、国見ギャラリー巡り、両子寺
見学を行いました。ツアーに参加した留学生は、彼らの
視点で国東市を見た感想や写真を、自分のブログやフェ
イスブックなどに掲載し、国東市の情報を世界に発信し
ます。

（左から）安藤勝則教頭、松田伸司先生、光本さん、徳丸さん、
　　　　　松田清隆先生、山本泰光教育長

（左から）吉田主将、三河市長、鹿島監督、中野監督

（左から）堀内さん、三河市長、田中さん
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